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『
呂
氏
春
秋
』
現
代
語
訳 

宋
人

そ
う
ひ
と

有 リ
ニ

取 ル
レ

道 ヲ

者
一

。 

訳
：
宋
人
で
道
を
進
む
〔
旅
す
る
〕
者
が
い
た
。 

其 ノ

馬
不
レ

進 マ

、
剄 こ

ろ
シ
テ

而
投 と

う
ズ

二

之 ヲ

鸂 け
い

水

 

ニ
一

。 

そ
の
（
者
の
）
馬
が
（
道
を
）
進
ま
な
い
の
で
、
殺
し
て
鸂
水
に
投
げ
入
れ
た
。 

又 タ

復 タ

取

 

ル
モ

レ

道 ヲ

、
其 ノ

馬 う
ま

不
レ

進 マ

、
又 タ

剄

 

シ
テ

而
投 ズ
二

之 ヲ

鸂 け
い

水 ニ
一

。 

ま
た
再
び
（
他
の
馬
で
）
道
を
進
む
け
れ
ど
も
、
そ
の
馬
も
（
道
を
）
進
も
う
と
し
な
い
の
で
、 

ま
た
殺
し
て
鸂
水
に
投
げ
入
れ
た
。 

如 キ
レ

此 か
ク
ノ

者 こ
と

三

 

タ
ビ
ア
リ

。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
三
度
あ
っ
た
。 

雖 モ
三

造
父

ぞ

う

ほ

之 の

ａ

所
二‐

以 ト

威

 

ス
ル

一
レ

馬 ヲ

、
不
レ

過 ギ
レ

此 ニ

矣
。 

（
昔
の
車
馬
を
御
す
る
名
人
で
あ
っ
た
）
造
父
が
馬
を
威
圧
し
て
制
御
し
た
方
法
と
い
っ
て
も
、 

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
こ
と
は
や
ら
な
か
っ
た
。 

不

 

シ
テ

レ

得
二

造
父
之
道 ヲ
一

而
徒 た

ダ

得

 

ル
モ

二

其 ノ

威 ヲ
一

、
無 シ
レ

益
二

於
御 ニ
一

。 

造
父
の
よ
う
な
馬
を
扱
う
方
法
を
会
得
せ
ず
に
、
た
だ
馬
を
威
圧
す
る
方
法
だ
け
を
身
に
つ
け
て 

も
、
（
馬
を
）
制
御
す
る
の
に
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。 

ｂ

人
主

じ
ん
し
ゅ

之 の

不 ふ

肖 し
ょ
う
ナ
ル

者
有 リ
レ

似

 

タ
ル

二

於
此 ニ
一

。 

愚
か
な
君
主
は
こ
れ
と
似
て
い
る
点
が
あ
る
。 

不

 

シ
テ

レ

得
二

其 ノ

道 ヲ
一

而
徒 ダ

多

 

ク
ス

二

其 ノ

威 ヲ
一

。 

君
主
と
し
て
の
（
国
を
治
め
る
）
術
〔
道
〕
〔
徳
〕
を
会
得
せ
ず
、
た
だ
君
主
と
し
て
の
威
圧
を

増
す
。 



威

愈
い
よ
い
よ

多

 

ク
シ
テ

、
ｃ

民
愈
不
レ

用

 

ヰ
ラ
レ

。  

威
圧
が
増
せ
ば
増
す
ほ
ど
、
民
は
一
層
、
役
立
た
せ
ら
れ
な
く
な
る
。 

亡
国
之 の

主 し
ゅ

、
多 シ
下

以 テ
二

多
威 ヲ
一

使

 

フ
コ
ト

中

其 ノ

民 ヲ
上

矣
。 

国
を
亡
ぼ
し
て
し
ま
う
君
主
と
い
う
の
は
、
過
度
な
威
圧
に
よ
っ
て
自
国
の
民
を
働
か
せ
る
こ
と

が
多
い
。 

 

故 ゆ
ゑ
ニ

ｄ

威
不 ざ

ル
モ

レ

可 べ
カ
ラ

レ

無 な
カ
ル

レ

有 あ
ル
コ
ト

、
而
不
レ

足 た
ラ

二

専 も
っ
ぱ
ラ

恃
た
の
ム
ニ

一

。 

そ
れ
で
、
（
民
へ
の
）
威
圧
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
必
ず
必
要
だ
〕
け
れ
ど
も
、
ひ
た
す
ら 

そ
れ
（
＝
威
圧
）
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

ｅ

譬 た
と
フ
レ
バ

レ

之 ヲ

若 ご
と
シ

二

塩
之 の

於

 

ケ
ル
ガ

一
レ

味 ニ

。 

こ
れ
を
喩
え
る
と
、
料
理
の
味
に
お
け
る
塩
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。 

凡 お
よ
ソ

塩
之
用 よ

う
ハ

、
有 リ
レ

所
レ

託

 

ス
ル

也
。 

一
般
的
に
塩
の
使
用
方
法
は
、
委
ね
る
も
の
（
＝
料
理
の
素
材
）
（
の
存
在
）
が
前
提
と
な
っ
て 

い
る
。 

不

 

レ
バ

レ

適 セ

則 チ

敗

 

リ
テ

レ

託 ヲ

而
不
レ

可

 

カ
ラ

レ

食 く
ラ
フ

。 

適
量
で
な
け
れ
ば
、
料
理
の
素
材
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
い
、
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
。 

威 モ

亦 タ

然 リ

。 

威
圧
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。 

必 ズ

有

 

リ
テ

レ

所
レ

託

 

ス
ル

、
然 ル

後 ニ

可 べ
シ

レ

行 フ

。 

必
ず
委
ね
る
も
の
が
存
在
し
て
、
そ
の
後
に
（
初
め
て
）
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。 



悪 い
づ
ク
ニ
カ

乎
託

 

ス
ル

。
託 ス
二

於
愛 ト

利 ニ
一

。 

（
で
は
）
何
に
委
ね
る
の
か
。
（
そ
れ
は
民
に
施
す
）
愛
情
と
実
利
に
委
ね
る
の
で
あ
る
。 

愛
利
之
心
諭 さ

と
ラ
レ
テ

、
威
乃 す

な
は
チ

可 シ
レ

行 フ

。 

愛
情
と
実
利
を
施
そ
う
と
す
る
心
を
（
民
に
）
理
解
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
威
圧
（
的
な
や
り
方
） 

は
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。 

威
太 は

な
は
ダ

甚

 

ダ
シ
ケ
レ
バ

則 チ

愛
利
之 の

心
息 や

ム

。 

（
も
し
君
主
に
よ
る
民
へ
の
）
威
圧
が
大
変
甚
だ
し
け
れ
ば
、 

（
君
主
自
身
の
、
民
へ
）
愛
情
と
実
利
を
施
そ
う
と
す
る
気
持
ち
が
消
え
る
。 

愛
利
之
心
息

 

ミ
テ

、
而
徒 ダ

疾
は
げ
シ
ク

行

 

ヘ
バ

レ

威 ヲ

、
身
必 ズ

咎 と
が
ア
リ

矣
。 

（
君
主
が
）
愛
情
と
実
利
を
施
す
心
を
失
っ
て
、
た
だ
厳
し
く
威
圧
を
行
う
と
、
（
君
主
の
）
身 

に
必
ず
災
い
が
お
こ
る
。 

ｆ

此 こ
れ

殷 ト

夏
之
所
二‐

以
絶

 

ユ
ル

一

也
。 

こ
れ
が
、
（
古
代
王
朝
の
）
殷
や
夏
が
滅
ん
だ
原
因
で
あ
る
。 

 


